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　 私 の研 究 テ ー マ は 、 「オ ー ケ ス トラ編 成 に よ る仏教 讃歌 の 製 作 」 で す 。

　 式 典 中 で 歌 わ れ る こ とは 勿 論 で す が 、 仏教 音 楽 作 品 の 一 つ と して も演 奏 で き

る 楽 曲 に 仕 上 げ ま した 。 タ イ トル は 、 オ ー ケ ス トラ編 成 に よ る仏 教 讃 歌 「海 と

か もめ 」 で す 。 詞 は金 子 み す ゴの 「美 しい 町 ・下 」 よ り選 び ま した 。 詞 の 内 容

を わ か りや す く音 に書 き換 え、 誰 もが歌 え る親 しみ の あ る女 声 二 部 の 編 成 に し

て い ま す 。

　 歌 詞 の 背 景 に あ る音 楽 は 、古 典 的 な オ ー ケ ス トレ ー シ ョ ン を も と に 、緊 張 感

の あ る荘 厳 な雰 囲気 を創 り 出す と と もに 、 現 代 的 な新 し さ も取 り入 れ 立 体 的 な

構 成 に な る よ うに配 慮 して い ます 。2管 の オ ー ケ ス トラ編 成 な の で 、 ピ ア ノの

よ うに 一 つ の 音 色 で は な く い ろ い ろな 楽 器 の 組 み 合 わせ に よ り 多彩 な響 き を創

る こ とが で き るの で 、 ス ケ ール の大 きい 音創 りが で きて い ます 。

　 楽 器 は 、 フ ル ー ト2、 オ ー ボ エ2、 ク ラ リネ ッ ト2、 フ ァ ゴ ッ ト2、 ホル ン

4、 トラ ンペ ッ ト2、 トロ ンボ ー ン2、 ヴ ァイ オ リ ン、 ヴ ィオ ラ 、 チ ェ ロ 、 コ

ン トラバ ス 、 そ して 打 楽 器 で す 。

　 仏 教 讃 歌 の作 品 数 は 、他 の歌 曲 や 合 唱 作 品 と比 較 す る と少 な く歌 う機 会 に も

恵 まれ て い ませ ん 。 しか し、私 は あ えて この 分 野 に挑 戦 し、 新 しい仏 教 音 楽 の

一 つ と して 普 及 させ た い と思 って い ます 。
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海 と か も め

海 は青 い とお もっ て た 、

か もめ は 白 い と思 っ て た 。

だ の に 、 今 見 る、 この海 も、
　 　 　 　 はね

か もめ の翅 も、 ね ず み 色 。

み な知 っ て る とお も って た 、

だ け ど もそ れ は うそ で した 。

空 は 青 い と知 って ます 、

雪 は 白 い と知 って ます 。

み ん な 見 て ます 、 知 って ます 、

け れ ど もそ れ も う そか し ら。

　 　 　 　〈キーワー ド〉

　 　 　 　 　 仏教音楽
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オーケス トラ編成による仏教讃歌の製作について

オーケストラ編成による仏教讃歌

　　　　　 海 とか もめ

 Moderato 金子みす∫作詞
安村好弘　作曲

      Flute  12 

     Oboe  12 

 Clannv  l.2 m Bb

 Bassoon  ,

 Hoof  1.2 m F 

 Han  34  mF

Trumpet  1.2  in C

Trombone  I

Trombone 3

 Tonna=

 ,ohn I

 Violin 2

 Vsola 

 Violence. 

Carvahaaa
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オーケス トラ編成 による仏教讃歌 の製作につ いて
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